













































約 3000 人、2012 年現在、約 1500 人いるが、2050 年には 50％を割ると予想され、宗教活
動しているグループを中心に地域社会の変化に大きな影響を与えている。 
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た。また、その他に、少数の人（特に現地の人々12 名＝男 8 名、女 4 名）を対象に、個人
の歩んできた歴史などを丹念に聞きとり調査した。ただし、研究計画の確認は基本的に自
らが行ったが、現地の諸問題（方言、地名、人名など）を解明するため、三名の方（長崎
                                                   
2 天福寺は、キリシタンの監視と詮索のため 1624 年（寛永元年）樫山に建立された曹洞宗
の寺院である。徳川幕府は寺請制度を設けて、領民はいずれかの寺の檀徒にならなければ
















タンの組織が残存する数少ない地域の一つである（片岡 1997; 宮崎 2001; 小岸 2001; 正木
2003）。遠藤周作の小説『沈黙』の舞台になり、キリシタン迫害の歴史で有名なところであ
る（遠藤 1966, 1982）。当地域の海を臨む山中に枯松神社がひっそりと鎮座している。 
黒崎地域は JR 長崎駅から約 30km 余りのところにあり、交通は自動車による移動が主で
あるが、定期バスも運行されている。しかし、戦前や戦中の交通手段は海路が一般的で、









黒崎村、神浦村となった。その後、1955 年（昭和 30 年）2 月 11 日、黒崎村と神浦村が合
併して外海
そ と め
村が発足した。また 1960 年（昭和 35 年）5 月には外海村が外海町と変更され
た（図 1-1）。さらに 2005 年（平成 17 年）1 月 4 日、いわゆる平成の市町村大合併で、６
町（外海町、三和町、野母崎町、伊王島、香焼町、高島町）が長崎市に編入され現在、外
海町は長崎市上黒崎町と下黒崎町に町名が変更された(図 1-2)。 
                 ①カトリック黒崎教会   ②枯松神社（長崎市下黒崎町） 
図 1-1 外海町全図                   図 1-2 長崎市上黒崎町・下黒崎町 


























宗に改宗し、キリシタンの迫害者となった（片岡 1970, 1997, 2005; 五野井 1990; 田北 
1978; フィルス 1997; Filus 2003）。 
 特によく知られているのは、第 4 代藩主・純長時代の 1657 年（明暦 3 年）城下北部の郡













                                                   
3 1657 年（明暦 3 年)の「郡崩れ」と呼ばれる潜伏キリシタン大発覚事件が起き、603 人が
捕まり、406 人が処刑された。市内には、この「郡崩れ」に関する史料が多く残されている。
「郡崩れ」をきっかけとして、事件のあった一帯からは、キリシタンの姿はまったく消え
てしまった（あわせて片岡 1967 を参照されたい）。 
4 長崎市三ツ山町は江戸時代、西浦上村木場郷といい大村領であった。さらに長崎開港後
  図 1-1 外海町全図 
















する箇所のみを引用することにしたい。1867 年（慶応 3 年）に起きた野中騒動を契機に、
潜伏キリシタンたちはカトリックへの復帰と、従来通りの形で信仰を守る道を選んだ二派
に分裂した。後者をかくれキリシタンと現地の人々は呼んだ。 
弾圧下のかくれキリシタンは 1873 年（明治 6 年）に信教の自由が与えられた後もローマ・
カトリックへの復帰を望まず、潜伏キリシタン当時の組織を継承し、かくれキリシタンと










中山七蔵は、1972 年（昭和 47 年）2 月 28 日に会合を開き、寺離れした者たちを村八分に




そして、さらに 1985 年（昭和 60 年）の 1 月、新年の会合で 3 度目の分裂が起きた。中
                                                                                                                                                     

















である6。その後、1987 年（昭和 62 年）1 月に一家族、さらに 1988 年（昭和 63 年）1 月
に一家族が仏教徒（曹洞宗天福寺の名目的な檀家）になったため、寺付き派は合計九家族
を失ったことになる。 




る家族が五家族ある。2004 年（平成 16 年）1 月、帳方・村上春義が逝去した。84 歳であ
った。後継者がいないため同年 3 月 3 日、グループは解散した。一人を除き全員が天福寺
の檀家となった。 








































































8 現在枯松神社には鳥居がないが、かつては存在していたという報告がある（正木 2003: 
148）。 
図 2 枯松神社（社の大きさは約15平方メートル） 






Research Papers of the Anthropological Institute Vol.1 (2013) 
90 
 












































































工事が始まった 2003 年（平成 15 年）9 月、掘り起こされた。大きな根っこであった。山
崎敏郎らは、それをきれいに洗い、磨き上げて、新しい社殿の祭壇の前に奉納した（図 3-1、
図 3-2）。 






と刻まれた石の祠柱がある。1914 年（大正 3 年）8 月、下出津の浜崎清造という人が、日
独戦争凱旋御礼に上げたものという」(片岡 1997: 265)。 
また、宮崎の著書には「1916 年（大正 5 年）出征の時にお参りにきて願立てをし、無事
に帰ってきた人が願成就の記念として石の祠と、灯籠を献納した。石の祠には「サン・ジ


















シタングループである帳方・高野公一が 1979 年（昭和 54 年）に亡くなるまで管理してい
たという。かくれキリシタンでは、帳方が死亡して後継者がいない場合は、そのグループ




郎作（筆者撮影 2004 年 8 月 19 日） 





































































































































図 4-1 枯松神社移転墓地      
（筆者撮影 2004 年 8 月 19 日） 
図 4-2 枯松神社下にあるかくれキリシタン
共同墓地の近くにある墓のモデル（空墓） 
（筆者撮影 2005 年 11 月 6 日） 
図 5 オラショ（祈り）の岩    
（筆者撮影 2004 年 8 月 19 日） 



















1938 年（昭和 13 年）に建設された拝殿が老朽化したとき、これを維持するのが困難にな
ったため、Ｍ・Ｒ氏と元・迫地区の仲間たちに相談し、援助を頼んだ。しかし、うまくい
かなかった。 
































































1) 枯松神社祭実行委員会、枯松神社祭のプログラム〈第 1 部「感謝と慰霊のミサ」、第 2
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部かくれキリシタンのオラショ（祈り）の奉納、第 3 部「講演」、第 4 部「宗教的コン
サ－ト」。〉カトリック信徒のみなさんによって捧げられた「（信徒発見の歌）殉教の血










































し詳細な論考は本稿の第 5-2 を参照されたい。 
 
4-3-2 ．枯松神社全面改築委員会の結成と社殿の改築 
2000 年に第一回枯松神社祭が終ったとき、築 70 年の神社老朽化が進み倒壊寸前であっ
た (図 6）。だから 2002 年中に「倒壊寸前の神社を何とかしよう」とＮ・Ｓ神父は再び呼
















2003 年（平成 15 年）9 月 21 日午前 9 時から、枯松神社の解体工事が始まった。まず、
瓦はぎ、柱の除去、社殿を覆っていた大木の伐採が行われた。本殿の石の祠から月（三日
月）と太陽と×字の十字架を刻んだ石板が、また、松の木株付近から同様の石板が出てきた。















図 6 築 70 年の倒壊寸前の枯松神社 
（深潟 1983:5） 


































































































































































































(4) 人々の参加度と奉納、(5)パフォーマンスなどが見られる（あわせて Renfrew＆Bahn 





























                  












































れている儀式の主な特徴、すなわち反復 Repetitive、様式化 Stylized、順次 Sequential、










































































  上述した図 9-1 は、次の事実を示すものである。迫害時代の潜伏キリシタンは、自分たち







































































































































2012 『日本キリシタン墓碑総覧』、企画 南島原市教育委員会（世界遺産登録維准室）、 
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